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平成31年３月橋本市議会定例会会議録（第２号）その７ 

平成31年３月４日（月） 

                                           

（午後３時30分 再開） 

○議長（岡 弘悟君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番６、３番 杉本君。 

〔３番（杉本俊彦君）登壇〕 

○３番（杉本俊彦君）それでは、ただ今、議

長の承認をいただきましたので、通告に従い

一般質問を行います。 

 まず、最近、多くの方が図書館を利用され、

市民サービスの面からも喜ばれております。

平日もたくさん来館されていると思いますが、

食事は館内ではできません。また、土日とか

子どもの長期休暇のとき、夏休み、春休み、

冬休みなどですが、どれだけ多くの人たちが

利用していることでしょうと想像します。 

 そこで、食事のできる場所を探したんです

が、ありません。困ったものだと思い、今回、

一般質問をいたします。 

 図書館に食事のできる場所が欲しいのです

が、月々の昨年の利用者数も含め、どうお考

えなのか、お尋ねします。 

 続きまして、２番ですが、こども食堂の給

食というか食材についてお尋ねしたいんです

が、これは学級閉鎖や学校が休校のときの食

材、これが余るのではないかなと単純に考え、

これをこども食堂に使えないかということで、

２番目の質問にいたします。 

 ３番目は、フィルムコミッションというこ

とですが、これは前回からというか、前に10

番議員の方も質問されていたんですけれども、

映画やテレビドラマ、ＣＭ等、あらゆるジャ

ンルのロケーション撮影を誘致して、実際の

ロケをスムーズに進めるための非営利組織的、

公的機関ということです。 

 多くの市など自治体等に組織されており、

国内ばかりではなく、国際的なロケーション

の誘致、支援活動の窓口として地域の経済・

観光振興、文化振興に大きな効果を上げてい

ます。市がＤＭＯを推進する中で重要なもの

だと思っています。 

 このようなことから、今回、３番目の質問

としまして、フィルムコミッション課を新設

するのはどうでしょうかということを提案い

たしまして、私の質問とします。 

○議長（岡 弘悟君）３番、杉本君の質問項

目１、図書館内の食事ができる場所に関する

市の考えに対する答弁を求めます。 

 教育長。 

〔教育長（小林俊治君）登壇〕 

○教育長（小林俊治君）図書館に食事ができ

る場所を設置できないかとのおただしにお答

えします。 

 現在、本市の図書館においては、橋本市立

図書館設置及び管理条例施行規則において、

利用者の遵守事項の一つとして、資料及び設

備・備品を汚損しないことと定めています。 

 また、図書・資料は不特定多数の方の手に

触れており、衛生面からも図書の閲覧と飲食

はともにしないほうがよいと考えています。 

 さらに、市の図書館は閲覧スペースが十分

でなく、食事スペースを確保することは物理

的に困難であることなどから、現在、図書館

内に食事ができる場所を設置していません。 

 また、図書館が入る教育文化会館内におい

ても、一部の貸し部屋を除き、原則、食事を

認めておらず、新たに貸し部屋を食事スペー

スとして代替えすることも現在の利用状況な

どから困難であると思われます。 

 しかしながら、一日を通して図書館を利用
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される方などから食事をとりたいとの要望が

あった場合は、４階の図書館事務室前のスペ

ースで食事をとっていただくなどの対応をし

ています。 

 今後についても、恒常的に食事スペースを

確保することは困難な状況でありますので、

ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君、再質問

ありますか。 

 ３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）今言うたように、壇上

で質問させていただきました、月々どれぐら

いの方が、今、訪問されてきているのかとい

うのを、打ち合わせで口頭で言うてあったん

ですが。 

○議長（岡 弘悟君）暫時休憩いたします。 

（午後３時36分 休憩） 

                     

（午後３時37分 再開） 

○議長（岡 弘悟君）再開いたします。 

 ３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）昨年度の利用状況で結

構なので、月々の利用者数を教えていただき

たく思います。 

○議長（岡 弘悟君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）月々の利用者数とい

うことで、４月から報告させていただきます。

４月は１万937名、５月は１万949名、６月は

１万1,206名、７月は１万3,408名、８月は１

万7,361名、９月は１万2,049名、10月は１万

698名、11月は１万1,591名、12月は１万70名、

１月は１万1,209名、２月は１万2,032名、３

月は１万1,368名で、年間合計で14万2,878名

の方がご利用いただいています。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）予想以上に入館者が多

いのがわかりまして、やっぱり、ぱっと見た

だけなんですけども、夏休みとか子どもが弁

当を食べるのに図書館内では食べれませんの

で、下の階の階段に座って食べているような

状況も見受けましたので、非常にこれはちょ

っと不細工な話やなと。 

 せっかく図書館へ来て勉強してというか、

書類を見ながらでもやっている子どもたちが

あまりにも多くいるというのがもう痛感した

次第なんですが、椅子にというか階段に座っ

て食べるようなことはやっぱりさせてあげた

くないという状況を目の当たりにしましたの

で、どないかしてほしいなというのが今回の

言うことなんですが、もしこれだけたくさん

が来ていて、食べるところもないぐらい場所

がないというのならば、新たに高野口に図書

館、高野口とか紀見のほうに図書館、紀見だ

とか、そういうふうなことはお考えございま

せんでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）新設ということでよろ

しいですか。 

○３番（杉本俊彦君）はい、新設というふう

に考えていただいたら結構です。 

○議長（岡 弘悟君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）10万人を超える利用

者の方に利用いただいています。ただ、議員

おただしの新設ということは、今は考えてお

りません。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）皆さんも14万人も使っ

ているって、多分、想像つかなかったと思う

んですが、今、図書館入り口に通過するゲー

トがありまして、確実に数字を拾えるように

なっていまして、何人おったかという数字は

ほぼ、延べ人数ですが、間違いなくこの数字

が来館されております。 

 本当に、食べるところ、本当にどないかし

てあげないと、子どもたちはもう自分から、

食べるところもないのかよというようなこと

は言えないです。大人やったら、多少、食べ
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るところぐらいどないかしてよぐらい言えま

すけれども、子どもは絶対そんなこと頭に浮

かばなくて、食べれるところ、どこへでも行

って座って食べるという状況になっておると

思うんですけれども、そこは大人がちゃんと

して、食べるところを設けてあげないといけ

ないといふうに考えますので、今、もう全然

考えていないという教育長の、新しいところ

は考えていないとおっしゃられるんですが、

どないかしてちょっと、これだけのたくさん

の人が見えている中で、少し考えてあげてほ

しいという希望を話いたしまして、１番の質

問は終わります。 

○議長（岡 弘悟君）杉本議員、１回目の答

弁で、食事をするところを全く考えていない

のではなくて、利用される方などから食事を

とりたいとの要望があった場合は、４階の図

書館事務所前のスペースを開放しているとい

うことなので、全く考えていないということ

ではないので、そこは理解して、質問を終わ

っていただいてよろしいですか。 

○３番（杉本俊彦君）そこは知っています。

ただ、見ていただいたらわかるんですけども、

４階の前のスペースも非常に狭いです。これ

はカバーできるようなスペースではないとい

うのもご理解いただきたいと思うんですが、

いかがでしょうか。それを質問いたします。 

○議長（岡 弘悟君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）確かに、例えば、館

内ではほとんどの図書館はやっぱり飲食は禁

止というのは、これはもう常識の範囲だろう

と私は思っています。ただ、議員おただしの

とおり、４階の事務所前のスペースというの

は極めて狭いです。３人がけでもきゅうきゅ

うの長椅子が二つあって６名座っていただい

ているという状況です。 

 確かにそういう状況もありますし、３階が

中央公民館です。その他の階は教育文化会館

になります。その中でどのように利用してい

くかというのは一度また私たちも考えてみま

すし、議員おただしのとおり、階段に座って

食べるということは、子どもたちは今のとこ

ろ見かけませんが、フロアの２階のところで

食べている子どもたち、それから、下のレス

トランの前で、椅子がありますので、そこで

食べている子どもたちは見かけます。 

 やはりそういうスペースをつくっていくと

いうことも大事だろうと思っていますので、

検討します。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）結構です。次の質問、

２番に移っていきます。 

○議長（岡 弘悟君）次に、質問項目２、学

級閉鎖や学校が休校のときに食材をこども食

堂に使えないか、に対する答弁を求めます。 

 教育部長。 

〔教育部長（曽和信介君）登壇〕 

○教育部長（曽和信介君）学級閉鎖や学校が

休校のときの食材をこども食堂に使えないか

とのおただしにお答えいたします。 

 まず、最近の橋本市での学級・学年閉鎖及

び学校休校の状況は、平成29年度で、学級・

学年閉鎖が26日、全学校休校が１日、一部学

校休校が60日で、平成30年度現時点まででは、

学級・学年閉鎖が８日、全学校休校が１日、

一部学校休校が57日です。 

 学級・学年閉鎖の主な原因はインフルエン

ザによるもので、１日平均50人程度が学校を

休む状況となります。 

 学校から給食センターへの報告は前日とな

り、可能な食材については納入業者と協議の

上、キャンセルをします。キャンセルのでき

ない食材については、学級・学年閉鎖以外の

給食喫食者で均等に配分を行います。 

 また、全体に均等配分できない食材、例え

ばハンバーグなどは、普段から、子どもたち
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が床に落としたり食数変更の伝達もれにより

個数が不足するなどのケースに対応できるよ

うに、教職員用の食缶に予備として少し多く

加えておりますが、その中にその分も多く配

食しています。 

 次に、全学校休校の原因は台風によるもの

で、この場合、給食停止の判断が学級閉鎖時

より早くできるため、キャンセルや献立のス

ライドなどの対応で、食材が残ることはあり

ません。 

 また、一部学校休校の原因は、運動会の振

り替え休校や遠足、試験によるもので、この

場合、事前に食数変更を行いますので、これ

も食材が残ることはありません。 

 インフルエンザによる学級閉鎖はほぼ１月、

２月で発生するため、年間を通じての提供は

できないことや、こども食堂は現在、市内３

箇所で一月に５回程度の運営をしていますが、

不定期に起こる学級閉鎖とタイミングは合わ

ないことなどが予想されるため、こども食堂

への食材提供は困難であると考えます。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君、再質問

ありますか。 

 ３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）牛乳は余ってくると思

うんですけれども。キャンセルできないから。

その場合はどうされているのかお尋ねします。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）議員おただしのと

おり、牛乳についてはキャンセルはできませ

んので、納入業者が直接学校に配達をしてお

ります。このような場合につきましては、学

級閉鎖で残る個数については各学校の冷蔵庫

で保管をしていただきまして、次の日の発注

数で調整を行ってございます。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）今の話では、要するに、

当日は間に合わないけれども、次の日の発注

に間に合うから、その分を減らした形でする

というふうに理解したらよろしいんですね。

わかりました。 

 そうしたら、次。ハンバーグなどは加工品

ですから、キャンセルできるのではないでし

ょうか。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）ハンバーグなどの

個々の個数の分ですけども、橋本市の給食セ

ンターでは、今、4,700食ということで、そう

いう食材についても前日からもうトラックに

積み込みをしておりまして、前日の連絡があ

ってからその個数を減らすということはでき

ませんので、前日のキャンセルというのはで

きないということになってございます。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）キャンセルできないと

いうことは、ハンバーグは余るわけですか。

違いますね。最初の回答のように、だから、

余らんということでしょう。余るということ

ですか。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）キャンセルという

のは個数を減らしたキャンセルはできないと

いうことなので、給食センターに届きます。

届いたものにつきましては、先ほども申し上

げましたように、教職員用の食缶にいつもよ

りも多く、その余った分を、個数をそれぞれ

分けて配っておりますので、その分が残ると

いうことはございません。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）結局、こども食堂のほ

うに使えるかと思いましたが、給食センター

のほうはばっちり計画的にやっておるという

のがわかったので、使うようにはできないん

だなというのはよくわかりました。 

 ３番の質問に移ります。 

○議長（岡 弘悟君）次に、質問項目３、フ
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ィルムコミッション課を新設するのはどうか

に対する答弁を求めます。 

 総合政策部長。 

〔総合政策部長（上田力也君）登壇〕 

○総合政策部長（上田力也君）フィルムコミ

ッション課を新設してはどうかというご質問

にお答えします。 

 平成30年度から10年間の政策の羅針盤であ

る橋本市長期総合計画に位置づけられている

行政推進の基本姿勢として、組織体制につい

ては効果的・効率的な人員配置や部門間の連

携、社会情勢の変化に柔軟に対応できるもの

とすることがうたわれています。 

 また、基本計画として、今後５年間に先行

的に取り組む、すなわち重点を置くプロジェ

クトについても位置づけされています。 

 さて、フィルムコミッション事業の一般的

な特徴としては、①当該地域の情報発信ルー

トが増え、映像に映ることで地域への誇りに

つながる、②撮影隊が滞在中に支払う直接的

経済効果が見込まれる、③映画やドラマとい

った作品を通じて、当該地域を訪れる人が増

え、その人たちが支払う間接的経済効果が見

込まれる、④制作者が地域で調達するスタッ

フや機材への需要が生まれ、雇用や新事業の

創出につながる、⑤映像文化に対する関心が

高まることで、観光だけでなく文化振興にも

つながる、などのメリットがある一方、撮影

に際して地域の合意形成を促す必要があるこ

とや、撮影者との信頼性・効率性を担保する

ためのワンストップサービス、ロケ候補地の

管理者と制作者の仲介、連絡調整など相応な

人的・経済的負担が求められます。 

 議員ご提案のフィルムコミッション課を新

設することについては、長期総合計画に照ら

し合わせ、その必要性について選択と集中な

どの視点から検討いたしますと、現状では、

先行的・優先的に取り組むべき事業として位

置づけることは困難であると考えています。 

 受動的ではあるものの、新年度にシティセ

ールス推進課の中に映画・映像作品の誘致に

関する事務を分掌していくこととしておりま

すので、新たに部署を設けることはございま

せんので、ご了解をお願いいたします。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君、再質問

ありますか。 

 ３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）今の答弁いただきまし

たんですが、まず、ロケ候補地の管理者と制

作者の仲介、連絡調整など相応な人的・経済

的負担が求められるとあるんですが、これが

いわゆる何倍にもなって返ってくるというこ

とを私は提案したいわけなのであります。 

 要するに、新たに部署を設けることはござ

いませんということで最終的なご回答だった

んですけれども、３番の質問の意味がフィル

ムコミッション課を新設してはということで

書いておるんですが、全国の自治体の多くは

兼務です。ある課の中に兼務として担当者を

置いておると。普段、別の仕事をしておって

も、こういうふうな問い合わせに関してはや

るというような形での兼務というのがあった

んですが、それは独立した形の部署じゃなし

に兼務ということではどのようにお考えなの

か、教えていただきたい。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）そうですね。

他の自治体を見ましても、私も確認しており

ますけども、兼務としている事例も結構ある

というふうに認識しております。 

 肝心なのは、このフィルムコミッション事

業というのを、いわゆる誘致を、打って出る

か出ないかとい、そういうところが問題かな

というふうに思っております。積極的にこの

誘致に打って出るというのであれば、こうい

う兼務というのも当然考えられるわけなんで
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すけども、今後５年間の基本計画等を見ても、

やはり本市としては、そこについては積極的

というよりか受動的な、こういうふうな立場

で受けていきたいというふうに思っておりま

すので、壇上でもご答弁させていただいたと

おり、それはシティセールス推進課のほうで

受けるということでありますので、積極的に

ということはちょっと今の状況では困難かと

いうふうに思っております。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）フィルムコミッション、

こういうのを設立すると、地域の取り組みと、

取り組みによって期待される効果というのが、

先ほど市側から回答された答え、１番から５

番に書かれているんですけれども、まず、私

の調べました、地域の映像制作や上映促進に

よって映画祭、上映祭が行われて、橋本市に

というふうな形で、あと、国内外からの誘客

促進。フィルムツーリズムというか、スクリ

ーンツーリズムということで誘客できるとい

う。あるいは、特産品等の物販促進というん

ですか、プロダクトプレイスメントという形

のもので行けるんじゃないかなと。 

 あと、そういう撮影隊が来るということで、

文化資産の保全・活用ということで施設の改

修や保全活動も可能で、もうええとこばっか

りかなというふうな感じであるんですけれど

も、地域教育機関との連携もあって、制作の

ワークショップやインターンの受け入れなど、

このようなものが取り組むと発生するもので

あって、それによって期待される効果は直接

経済効果であったり間接経済効果であったり、

あとは、市が言っていただいたものを言葉を

変えておるだけなんですが、雇用や新事業の

創出、地域コミュニティへの誇り、新たな地

域の魅力発掘、文化振興、情報発信という形

で、期待される効果はもう絶大だということ

はわかっておるわけでして。 

 そんなに市側にとっても負担というものは

まずなくて、例えば、映画会社から電話がか

かってきて、道路封鎖するのに手続き警察に

やってよみたいな感じなんですよ。要するに、

遠方におる事務所が、映画会社なんかは遠い

ところにありますので、なかなかこっちへ来

てそんなこととかできれへんという、お手伝

いをしてあげるというような課というか係な

んですけれども、それをするということを手

を挙げるだけで、もしかしてアニメに出てく

るような場所になるだとか、はかり知れない、

目に見えない、今、こんなんやろとは言えな

いんですが、どこかで拾えるものがあるので

はないかなという気持ちがあって、こういう

のを、兼務で結構なんですけれども、係を、

もう表にばんと出すようにしたら、しんどい

のは来てから大変やとは思うんですけども、

一応やってみたらどうかなというふうに提案

いたしますが、いかがでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）フィルムコミッション

の費用対効果と、あと、行政が携わる労力に

関しての見返りが大きいという観点で質問さ

れているので、その点について答弁願います。 

 総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）ドラマである

とか映画であるとか、その規模によって、場

合によっては非常に大きなそういう効果、こ

れは期待できるとは思っております。そんな

中で、橋本市に積極的に打って出るような資

源がどれだけあるのかというところが一つの

ポイントになってきます。 

 現状としましては、そういうようなお声が

あれば、組織の中で対応できるかどうかとい

うのは検討をして、対応できるようであれば

誘致をしていくということにはなると思うん

ですけども、ＰＲを全国に向けて、あるいは

世界に向けてＰＲをしていくというところま

では、今のところはなかなか難しいというふ
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うに考えて、事務はやるんですけども、課を

設けてＰＲしていくというところまではなか

なかしんどいというのが現状でございます。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）そやから、今の話を聞

いたら、課を設けるのは無理やけども、係と

いう形では既にちょっとやっているわけです

よね、シティセールス推進課が兼務のような

形で。してないんですかね。してないんかし

ておるのかよくわからんのですけど。 

 だから、兼務してなかったら兼務しておる

というのを手を挙げて告知するだけでいいと

思うんですよ。広げてプロモーションかけて

宣伝するとかそんなん必要はないと思うんで

す。ただもう表に出すだけで、橋本市にはフ

ィルムコミッションを置いたと。例えばシテ

ィセールス推進課の中に置いたとか、政策企

画室に置いたとかいうのを表に出すというこ

とをできないかなというふうに思ったんです

が、いかがですか。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）これにはやは

り相応の体制というのが必要になってきます。

形だけ出していくというようなことは最終的

にかえって信頼を落とす結果になることもあ

りますので、そのあたり、事務としてはこの

４月に、言葉としてシティセールス推進課の

ほうに事務を分掌していくということとして

おりますので、ただ、それを広報していくと

いうところについては、何遍も言わせてもら

っておりますけど、ちょっと難しいと、現状

では難しいと考えております。 

○議長（岡 弘悟君）少し整理いたします。 

 現状は兼務はされていないという認識でよ

ろしいんですか。どこの課も兼務はされてい

ないということなんですね。 

 総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）今は事務分掌

には明確にうたっていないんですけども、そ

ういう話があった場合はシティセールス推進

課が担当するということにしております。こ

の４月からはそこのところを明確に、映画・

映像に関する事務について分掌するというこ

とはうたっていこうと思っております。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君。 

○３番（杉本俊彦君）そうなんです。実は、

ジャパン・フィルムコミッションというとこ

ろがありまして、これは非営利団体なんです

けれども、もし何かのときはただで教えてく

れています。神戸フィルムコミッションとい

う形がベースにあるんですけれども、今もう

組織立ってジャパン・フィルムコミッション、

ＪＦＣということでありますので、もしそう

いうような映画だとかテレビでお誘いがあっ

て、わからなかったら、そこに連絡をすれば、

すぐに無償にてお助けしていただけるので、

そういうところもあるということをお話しさ

せていただきまして、これで一般質問を終わ

ります。 

○議長（岡 弘悟君）３番 杉本君の一般質

問は終わりました。 

                     

○議長（岡 弘悟君）お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ延会し、明

３月５日午前９時30分から会議を開くことに

いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議なしと認めます。 

 よって、そのように決しました。 

 本日は、これにて延会いたします。 

（午後４時３分 延会） 

                                           


